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ここが聞きたい
一 般 質 問

１
３
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
百

宅
地
区
の
歴
史
、
文
化
、
民
俗

な
ど
の
記
録
を
後
世
に
残
す
た
め
保

存
委
員
会
が
で
き
た
。
何
ら
か
の
施

設
で
保
存
す
る
べ
き
で
あ
る
。

問

生
活
交
通
の
確
保
、
買
い
物
、

除
排
雪
、
安
否
確
認
な
ど
に
不

安
が
あ
る
。
住
民
が
共
同
で
取
り
組

む
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
今
以
上

に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
人
材

育
成
が
重
要
で
は
。

問

地
域
住
民
と
、
市
、
団
体
な
ど

が
連
携
し
、
地
域
維
持
シ
ス
テ

ム
を
共
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
。「
地

域
人
材
育
成
塾
」「
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
を
活
用
し
、
中
核
人
材
育

成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答

鳥
海
ダ
ム
建
設
で

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
を

人
口
減
少
に
対
応
し
た

　
地
域
社
会
づ
く
り
が

　
　
　
　
　
今
以
上
に
必
要

当
市
で
も
独
自
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
。

秋
田
労
働
局
が
策
定
す
る
企
業

に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

助
成
金
な
ど
が
あ
り
、
市
内
企
業
に
お

い
て
も
制
度
活
用
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　
市
と
し
て
も
企
業
訪
問
に
よ
り
、
状

況
の
把
握
に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
正
社
員
化
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
。

問答

本
市
で
は
、「
色
覚
チ
ョ
ー
ク
」

を
約
半
数
の
学
校
で
導
入
し
て

い
る
。

　
黒
板
に
書
か
れ
る
「
文
字
」
や
「
図
」

を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て

の
児
童
生
徒
に
と
っ
て
学
習
環
境
の
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、「
色
覚
特
性
」
に
配
慮

し
た
「
チ
ョ
ー
ク
」
の
導
入
を
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

答

「
色
覚
チ
ョ
ー
ク
」
の
導
入
は

学
習
環
境
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
導
入
率
が
低
い
場
合
は
、
導
入
拡

大
を
。

問 色
弱
者
に
優
し
い

　「
色
覚
チ
ョ
ー
ク
の
導
入
」を

髙橋和子

百
宅
地
区
の
記
録
保
存
委
員
会

は
、
現
地
調
査
を
行
い
記
録
を

編
さ
ん
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
。

展
示
場
は
今
後
検
討
す
る
。

答

百
宅
線
の
付
け
替
え
道
路
は
観

光
道
路
と
な
る
が
具
体
的
な
計

画
は
あ
る
の
か
。

問

平
成
３０
年
度
に
、
鳥
海
ダ
ム
周

辺
整
備
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

県
、
市
、
各
種
団
体
か
ら
も
意
見
を

聞
き
周
辺
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

答

鳥
海
山
ろ
く
の
一
体
的
な
観
光

誘
致
を
。

問

花
立
、
南
由
利
原
、
大
清
水

園
地
な
ど
に
鳥
海
ダ
ム
を
加

え
た
広
域
的
な
施
策
を
観
光
振
興
計

画
に
追
加
す
る
。

答

非
正
規
雇
用
者
の
正
社
員
化
に

　
　
　
　
向
け
た
取
り
組
み
は

岡見善人

平
成
２９
年
度
、
決
算
余
剰
金
の

見
込
み
と
、
前
年
度
黒
字
分
は

後
年
度
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の

か
。

平
成
２９
年
度
実
質
収
支
は
黒

字
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
地
方
自
治
法
や
地
方
財
政
法
な
ど

を
考
慮
し
、
各
種
基
金
に
積
み
立
て

る
ほ
か
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
繰

越
金
と
し
て
予
算
化
す
る
。

8P 大関嘉一（市民創風）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

３月定例会では、7 人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．財政について

２．農林水産関係について

３．建設関係について

４．前郷小学校跡地利活用について

５．カダーレ第２駐車場の効果的運用につ

いて

10P 佐藤健司（高志会）
１．本市の人口の推移について

２．工業振興と雇用拡大について

３．農業振興について

４．道路整備と渋滞緩和について 11P 正木修一（無所属）
１．農林業振興について

２．由利本荘まるごとブランド集出荷体制確

立事業の成果と今後の展開について

３．防災・減災対策について

４．スクールバスの混乗化について

５．消防団・水防団の装備、待遇改善につい

て

9P 髙橋和子（高志会）
１．鳥海ダム建設の地域振興について

２．地域社会の維持活性化について

３．生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）の推進につ

いて

４．北前船日本遺産荒波を越えた男たちの

夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船

主集落～について

５．学校でがん予防の授業を取り入れるべ

きについて

10P 佐々木隆一（日本共産党）
１．平和問題について

２．西暦・元号の併用について

３．生活保護について

４．マイナンバー不記載の総務省通知への対

応は

５．災害時の生活物資の備蓄状況は

9P 岡見善人（無所属）
１．移住・定住に向けた取り組みについて

２．交流人口を増やす取り組みについて

３．教育現場における環境整備等について

11P 今野英元（社会民主党）
１．由利本荘市の風力発電について

２．小中学生クラブチームへの支援について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

未来につながる
まちづくりの
ために

大関嘉一

問

大
型
バ
ス
の
通
行
を
可
能
に
す

る
た
め
、
祓
川
ま
で
５
カ
所
の

急
カ
ー
ブ
の
改
修
見
通
し
は
。

問

前
郷
小
学
校
跡
地
利
活
用
に
つ

い
て
再
度
伺
う
。

問

答

平
成
３０
年
度
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
頂
く
「
検
討
会
議
」

を
開
催
す
る
。

　
指
摘
の
残
土
は
、
公
共
事
業
に
伴
う

発
生
土
を
仮
置
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

取
り
扱
い
を
今
後
検
討
す
る
。

答

指
摘
の
市
道
５
カ
所
の
急
カ

ー
ブ
は
、
鳥
海
観
光
道
路
と

し
て
、
交
付
金
事
業
を
活
用
し
整
備

を
進
め
て
い
る
。
交
付
金
配
分
が
少

な
く
、
計
画
を
延
伸
し
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

答

決
算
余
剰
金
（
黒
字
）
は
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か

支
所
の
地
域
振
興
費
の
増
額
を

検
討
す
べ
き
。

１
地
域
当
た
り
７
０
０
万
円
の

地
域
振
興
費
の
ほ
か
、
市
民
要

望
が
多
い
道
路
維
持
な
ど
に
通
常
予

算
と
は
別
に
、
市
全
体
で
１
億
円
を

予
算
化
し
て
い
る
。

問答 地
域
振
興
費
の
増
額
を

鳥
海
山
５
合
目
祓
川
ま
で
、

　
　
　
早
期
に
大
型
バ
ス
を

前
郷
小
学
校
跡
地
利
活
用
は

当
駐
車
場
の
効
果
的
運
用
は
。

問

文
化
交
流
館
専
用
の
駐
車
場
と

し
て
整
備
し
た
。
市
役
所
駐
車

場
に
収
容
で
き
な
い
時
に
開
放
し
て

い
る
。
今
後
は
、
周
辺
駐
車
場
の
使

用
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
柔
軟
に

対
応
す
る
。

答 カ
ダ
ー
レ
第
２
駐
車
場
を

　
　
　
市
民
に
開
放
す
べ
き

秋
田
県
は
が
ん
死
亡
率
全
国
一

位
、
年
齢
調
整
死
亡
率
も
全
国

二
位
で
あ
る
。
が
ん
の
正
し
い
基
礎

知
識
や
予
防
方
法
な
ど
専
門
医
に
よ

る
授
業
を
す
べ
き
で
は
。

問 学
校
で
が
ん
予
防
の
授
業
を

　
　
　
　
取
り
入
れ
る
べ
き

が
ん
対
策
基
本
計
画
で
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
知
識
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
も
の
を
活
用
し
、
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
自
ら
の
健
康
を
適
切
に

管
理
す
る
意
識
を
も
つ
子
供
の
育
成

に
努
め
る
。

答

現
在
、
一
部
砂
利
道
の
芋
川
堤

防
を
舗
装
す
る
こ
と
で
観
光
面

と
健
康
面
に
お
い
て
効
果
が
期
待
で

き
る
の
で
は
。

問

芋
川
の
堤
防
道
路
は
、
両
岸
あ

わ
せ
て
約
１３
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
中
、
未
舗
装
は
約
５
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
今
後
、
未
舗
装
箇
所
に

つ
い
て
は
、
秋
田
県
と
舗
装
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
観
光
面
か
ら
桜
の
見
ど
こ
ろ

答 芋
川
堤
防
の
舗
装
整
備
を

や
散
策
コ
ー
ス
な
ど
を
検
討
し
て
お

り
、
平
成
３０
年
度
は
県
内
の
旅
行
業
者

と
の
「
現
地
検
討
会
」
も
計
画
し
て
い

る
。

舗装整備が期待される桜づつみ
（内黒瀬地区）
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０
０
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史
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３．生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）の推進につ

いて

４．北前船日本遺産荒波を越えた男たちの

夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船

主集落～について

５．学校でがん予防の授業を取り入れるべ

きについて

10P 佐々木隆一（日本共産党）
１．平和問題について

２．西暦・元号の併用について

３．生活保護について

４．マイナンバー不記載の総務省通知への対

応は

５．災害時の生活物資の備蓄状況は

9P 岡見善人（無所属）
１．移住・定住に向けた取り組みについて

２．交流人口を増やす取り組みについて

３．教育現場における環境整備等について

11P 今野英元（社会民主党）
１．由利本荘市の風力発電について

２．小中学生クラブチームへの支援について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

未来につながる
まちづくりの
ために

大関嘉一

問

大
型
バ
ス
の
通
行
を
可
能
に
す

る
た
め
、
祓
川
ま
で
５
カ
所
の

急
カ
ー
ブ
の
改
修
見
通
し
は
。

問

前
郷
小
学
校
跡
地
利
活
用
に
つ

い
て
再
度
伺
う
。

問

答

平
成
３０
年
度
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
意
見
を
頂
く
「
検
討
会
議
」

を
開
催
す
る
。

　
指
摘
の
残
土
は
、
公
共
事
業
に
伴
う

発
生
土
を
仮
置
き
し
た
も
の
で
あ
る
。

取
り
扱
い
を
今
後
検
討
す
る
。

答

指
摘
の
市
道
５
カ
所
の
急
カ

ー
ブ
は
、
鳥
海
観
光
道
路
と

し
て
、
交
付
金
事
業
を
活
用
し
整
備

を
進
め
て
い
る
。
交
付
金
配
分
が
少

な
く
、
計
画
を
延
伸
し
て
い
る
現
状

で
あ
る
。

答

決
算
余
剰
金
（
黒
字
）
は
、

ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
か

支
所
の
地
域
振
興
費
の
増
額
を

検
討
す
べ
き
。

１
地
域
当
た
り
７
０
０
万
円
の

地
域
振
興
費
の
ほ
か
、
市
民
要

望
が
多
い
道
路
維
持
な
ど
に
通
常
予

算
と
は
別
に
、
市
全
体
で
１
億
円
を

予
算
化
し
て
い
る
。

問答 地
域
振
興
費
の
増
額
を

鳥
海
山
５
合
目
祓
川
ま
で
、

　
　
　
早
期
に
大
型
バ
ス
を

前
郷
小
学
校
跡
地
利
活
用
は

当
駐
車
場
の
効
果
的
運
用
は
。

問

文
化
交
流
館
専
用
の
駐
車
場
と

し
て
整
備
し
た
。
市
役
所
駐
車

場
に
収
容
で
き
な
い
時
に
開
放
し
て

い
る
。
今
後
は
、
周
辺
駐
車
場
の
使

用
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
柔
軟
に

対
応
す
る
。

答 カ
ダ
ー
レ
第
２
駐
車
場
を

　
　
　
市
民
に
開
放
す
べ
き

秋
田
県
は
が
ん
死
亡
率
全
国
一

位
、
年
齢
調
整
死
亡
率
も
全
国

二
位
で
あ
る
。
が
ん
の
正
し
い
基
礎

知
識
や
予
防
方
法
な
ど
専
門
医
に
よ

る
授
業
を
す
べ
き
で
は
。

問 学
校
で
が
ん
予
防
の
授
業
を

　
　
　
　
取
り
入
れ
る
べ
き

が
ん
対
策
基
本
計
画
で
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
知
識
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
も
の
を
活
用
し
、
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
自
ら
の
健
康
を
適
切
に

管
理
す
る
意
識
を
も
つ
子
供
の
育
成

に
努
め
る
。

答

現
在
、
一
部
砂
利
道
の
芋
川
堤

防
を
舗
装
す
る
こ
と
で
観
光
面

と
健
康
面
に
お
い
て
効
果
が
期
待
で

き
る
の
で
は
。

問

芋
川
の
堤
防
道
路
は
、
両
岸
あ

わ
せ
て
約
１３
・
６
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
中
、
未
舗
装
は
約
５
・
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
今
後
、
未
舗
装
箇
所
に

つ
い
て
は
、
秋
田
県
と
舗
装
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
観
光
面
か
ら
桜
の
見
ど
こ
ろ

答 芋
川
堤
防
の
舗
装
整
備
を

や
散
策
コ
ー
ス
な
ど
を
検
討
し
て
お

り
、
平
成
３０
年
度
は
県
内
の
旅
行
業
者

と
の
「
現
地
検
討
会
」
も
計
画
し
て
い

る
。

舗装整備が期待される桜づつみ
（内黒瀬地区）



〜
新
年
度
へ
向
け
て
〜

〜
新
年
度
へ
向
け
て
〜

固
定
資
産
税
や
交
付
税
の
減
額

が
進
む
中
で
、
高
齢
人
口
の
増

加
な
ど
社
会
負
担
費
が
さ
ら
に
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
財
政
の
健

全
運
営
は
。

さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
運
営
を

問

合
併
算
定
替
交
付
税
の
皆
減
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
医

療
や
第
３
セ
ク
タ
ー
の
市
の
財
政
負
担

の
あ
り
方
や
、
制
度
、
組
織
、
事
務
、

事
業
に
つ
い
て
大
胆
な
行
政
改
革
を
行

い
、
さ
ら
に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

答

画
に
基
づ
き
、
施
設
の
統
廃
合
や
解
体

を
進
め
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め

る
。

市
の
機
構
は
細
分
化
が
進
み
専

門
性
が
高
く
、
担
当
者
任
せ
に

な
り
や
す
く
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
き
に

く
い
体
制
で
は
。

　ま
た
、
お
互
い
担
当
以
外
に
関
心
を

持
た
な
か
っ
た
り
、
片
寄
っ
た
仕
事
量

に
よ
り
負
担
の
増
え
て
い
る
職
員
の
健

機
構
改
革
が
必
要
で
は

問

複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に
速
や

か
に
対
応
し
な
が
ら
、
職
員
の

負
担
軽
減
や
人
的
資
源
の
有
効
活
用
の

た
め
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
複
数
担
当
制
に
よ
り
組
織
と

し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
。

　
健
康
面
に
お
い
て
も
十
分
留
意
し
業

務
量
に
合
わ
せ
た
職
員
配
置
を
進
め
、

効
率
化
や
ス
リ
ム
化
に
向
け
機
能
別
の

再
編
や
統
合
を
行
う
。

答 康
管
理
の
面
か
ら
も
改
善
に
向
け
た
機

構
改
革
を
す
べ
き
で
は
。

成
長
産
業
で

あ
る
航
空
機

や
自
動
車
産
業
は
、

裾
野
が
広
い
産
業
で

本
市
産
業
振
興
の
大

き
な
目
玉
で
あ
る
。

　関
連
企
業
の
誘
致

成
長
産
業
へ
の

　取
り
組
み

　
　
　強
化
を

問

地
元
企
業
に
よ
る
自
動
車
や
航

空
機
な
ど
の
輸
送
機
関
連
産
業

へ
の
参
入
を
支
援
し
、
産
業
集
積
の
強

靭
化
を
進
め
て
い
る
。

　
特
に
航
空
機
関
連
で
は
秋
田
県
を
牽

引
す
る
企
業
が
本
地
域
に
集
積
し
て
お

り
、
今
年
度
は
「
本
荘
由
利
地
域
の
航

空
機
産
業
を
考
え
る
会
」
を
主
催
し
、

地
元
企
業
と
航
空
機
部
品
製
造
企
業
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
自
動
車
関
連
で
も
「
東
北
地

域
の
車
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
、
最

新
の
業
界
動
向
の
学
習
と
地
元
企
業
に

よ
る
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
自
動
車
産
業
へ
の
参
入
を
促
進
し

て
い
る
。

　
成
長
産
業
へ
の
参
入
に
当
た
っ
て

は
、
設
備
投
資
や
人
材
育
成
な
ど
に
企

業
の
大
き
な
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
に
努
め
て
い
く
。

答

１．平成３０年度施政方針について

２．機構改革と職員の健康管理に

ついて

３．職員数の推移と今後の目標値

について

４．農業の振興策について

５．商工業の振興策について

６．観光振興について

７．由利本荘アリーナの平成３１年度

以降の利用団体の見込みについて

８．教育方針について

質　問　項　目

市民創風

会長　渡部　　功

や
地
元
企
業
の
育
成
な
ど
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
は
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

新
規
工
業
団
地
造
成
の
計
画
は
。

新
た
な
工
業
団
地
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
市
単
独
に
よ
る
造
成

は
用
地
取
得
や
工
事
な
ど
に
多
額
の
費

用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
困
難
で
あ
り
、

県
に
対
し
、
本
荘
工
業
団
地
の
拡
張
も

含
め
て
要
望
し
て
き
て
い
る
。

　
企
業
誘
致
に
は
工
場
用
地
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、

引
き
続
き
県
に

造
成
の
要
請
を

行
い
な
が
ら
、

企
業
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
に

よ
り
、
雇
用
拡

大
に
努
め
て
い

く
。 問

市
道
鶴
沼
薬
師
堂
線
整
備
計
画

は
。

答

路
線
計
画
の
策
定
や
整
備
手
法

の
検
討
を
含
め
、
総
合
計
画
「
新

創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
後
期
計
画
に
組
み

入
れ
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

経
営
安
定
の
た
め
の
対
策
は
。

米
政
策
で
は
「
よ
り
売
れ
る
米

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

減
農
薬
栽
培
「
あ
き
た
エ
コ
ラ
イ
ス
」

へ
の
取
り
組
み
支
援
や
需
要
が
見
込
ま

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
は

道
路
整
備
と
渋
滞
緩
和
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　対
応
は

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
機
に
備

蓄
に
対
し
て
見
直
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
生
活
物
資
は
何
人
分
で

何
日
と
想
定
さ
れ
る
か
。
保
管
場
所

と
品
目
、
整
備
状
況
な
ど
の
推
移
は
。

約
１
３
０
０
人
が
発
災
か
ら

３
日
間
生
活
で
き
る
も
の
と

し
て
い
る
。
品
目
は
食
料
品
、
生
活

用
品
な
ど
１９
品
目
で
、
公
民
館
な
ど

５５
カ
所
に
配
備
し
て
い
る
。

　
整
備
状
況
は
平
成
２６
年
度
よ
り
年
次

計
画
で
購
入
し
、
今
年
度
で
終
え
る
。

　
備
蓄
品
は
期
限
切
れ
間
近
の
食
料

を
防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
提
供
し
有

効
活
用
し
て
い
る
。
今
後
は
フ
ー
ド

バ
ン
ク
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
。

れ
る
品
種
へ
の
誘
導
を
図
っ
て
い
く
。

　
複
合
化
に
関
し
て
は
、「
鳥
海
り
ん

ど
う
」
や
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
な
ど
、

地
域
特
性
に
合
っ
た
収
益
性
の
高
い
園

芸
作
物
へ
の
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、

秋
田
由
利
牛
の
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡

大
の
支
援
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
後
継
者
対
策
と
し
て
、
新
規
就
農

者
や
法
人
な
ど
の
担
い
手
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
基
盤
整
備
の
活
用
や

農
地
集
積
に
よ
る
大
規
模
化
な
ど
を

始
め
と
す
る
、
生
産
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

佐藤健司

工
業
振
興
と
雇
用
拡
大
へ
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
は

佐々木隆一

災
害
時
の
生
活
物
資
の

　
　
　
　
　
　備
蓄
状
況
は

拡張を要望している本荘工業団地

問答

問答

玉
ノ
池
町
内
三
枚
橋
、
上
下
野
地

区
の
渋
滞
緩
和
へ
の
対
応
は
。

要
望
の
結
果
、
県
道
本
荘
西
目

線
の
渋
滞
対
策
と
し
て
、
平
成

２９
年
９
月
に
右
折
用
信
号
が
設
置
さ

れ
た
。
更
に
、
県
か
ら
は
平
成
３０
年

３
月
ま
で
に
信
号
制
御
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
う
え
で
、
生
活
道
路
か
ら

の
乗
り
入
れ
と
渋
滞
対
策
の
検
証
を

継
続
し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

問答

問答

憲
法
に
明
記
さ
れ
、
国
民
の
生

存
権
を
保
障
す
る
最
後
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
の

あ
り
方
は
、
す
べ
て
の
国
民
の
権
利

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　生
活
保
護
の
相
談
件
数
、
申
請
件

数
な
ど
の
推
移
と
就
労
支
援
は
。

相
談
件
数
は
１
３
５
件
、
申

請
件
数
は
６９
件
、
受
給
開
始

世
帯
数
は
６０
世
帯
で
あ
る
。
生
活
保

護
世
帯
の
動
向
は
、
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
４９
％
が
単
身
高
齢
者
世
帯
で
、

前
年
度
と
比
べ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
平
成
２５
年
度
よ
り
「
就
労
支
援
員
」

を
１
名
配
置
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
な
が
ら
就
労
支
援
を
行
い
、

昨
年
度
は
１９
名
就
労
し
て
い
る
。

生
活
保
護
の
動
向
は

問答

本荘中央防災備蓄倉庫の備蓄品
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１．市長の政治姿勢について

２．再生可能エネルギー（風力発電）

　　について

３．市長の所信について

４．平成３０年度の行財政について

５．財務書類関連について

６．地方創生について

７．市職員の労働環境整備について

８．ガス水道事業（企業局）について

９．教育長教育方針等について

市
内
に
お
け
る
風
力
発
電
は
現

在
６６
基
が
稼
働
、
２
カ
所
に
１４

基
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
健
全
な
風
力
発
電
事
業
の
発
展
に
は
、

一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要
と
思
う
が
条
例

制
定
の
考
え
は
。

風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て

問
「
環
境
影
響
評
価
法
」
の
対
象

と
な
る
大
型
風
力
発
電
事
業
に

お
い
て
は
、
法
の
手
続
き
の
進
行
が
妨

げ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
条

例
に
よ
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
義
務

答

付
け
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
小
型
風
力
発
電
事
業
は
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
対
象
外
で
あ
り
、「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
制
定
に
向
け
た
作
業
を
進

め
る
。「

由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
具
体
は
。

総
合
防
災
公
園
完
成
に
向
け
て

問

ア
リ
ー
ナ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

事
業
と
し
て
１０
月
６
日
、
７
日

の
２
日
間
、
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
が
主

答

健
康
寿
命
を
延
ば
す
上
で
の
「
イ

ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
と
減
塩
に
よ

る
食
生
活
習
慣
改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
成
果
は

問

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
は
、
生
活

習
慣
病
の
改
善
と
体
力
筋
力
の

向
上
や
認
知
機
能
の
改
善
な
ど
の
効
果

を
確
認
し
た
。「
減
塩
の
推
進
」
に
つ

い
て
は
子
供
の
食
育
栄
養
教
室
、
食
生

活
推
進
員
の
講
習
会
と
い
っ
た
各
種
教

室
な
ど
に
お
い
て
、
う
す
味
嗜
好
の
普

及
に
努
め
て
い
る
。

答

背
景
と
し
て
、
公
立
中
学
校
の

教
諭
の
約
６
割
、
小
学
校
の
３
割

が
月
８０
時
間
超
の
時
間
外
労
働
を
目
安
と

す
る
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
を
上
回
っ
て
い

た
と
の
調
査
結
果
か
ら
、
文
科
省
が
多

忙
化
解
消
に
向
け
た
緊
急
提
言
の
一
つ

と
し
て
昨
年
末
公
表
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
が
県
教
育
委
員
会
は
、
学
校
現
場

の
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
「
学
校

閉
庁
日
」
を
新
年
度
か
ら
取
り
入
れ
る

と
し
て
い
る
が
。

教
職
員
の「
働
き
方
改
革
」は

問
「
学
校
閉
鎖
」
に
つ
い
て
は
、
現

在
年
末
年
始
に
実
施
し
て
い
る

が
、
平
成
３０
年
度
か
ら
夏
季
休
暇
中
に

も
実
施
す
る
。
よ
り
実
効
性
の
あ
る「
教

職
員
の
働
き
方
改
革
」
を
進
め
る
。

答

質　問　項　目

催
し
、
市
と
共
同
で

開
館
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
１２
月
２
日

に
は
、「
集
団
行
動

演
技
」
で
有
名
な
日

本
体
育
大
学
の
「
体

育
研
究
発
表
会
」
な

ど
の
開
催
が
決
定
し

て
い
る
。

会

派

代

表

質

問

会

派

代

表

質

問

高 志 会

会長　伊藤　順男

　
今
後
は
市
民
と
一
体
と
な
っ
て
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
を
「
健
康
の
駅
」
の
中

心
事
業
と
し
て
減
塩
と
合
わ
せ
て
普
及

啓
発
に
努
め
る
。

ここが聞きたい
一 般 質 問

豪
雨
被
害
農
林
地
、
河
川
の
復

旧
状
況
は
。

国
の
補
助
災
害
５
カ
所
に
つ
い

て
は
発
注
予
定
で
あ
り
、
市
単

独
補
助
災
害
申
請
予
定
４
２
１
カ
所

で
、
随
時
復
旧
を
進
め
て
い
る
。
県

単
独
事
業
１
４
３
カ
所
に
つ
い
て
は
、

工
事
完
了
し
て
い
る
。

　
市
管
理
河
川
復
旧
に
つ
い
て
は
、

一
部
被
害
が
大
き
い
箇
所
を
除
い

て
、
田
植
え
を
目
途
に
工
事
完
成
を

目
指
す
。

問答

交
通
弱
者
に
対
す
る
、
貴
重

な
手
段
と
な
り
う
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
考
え
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、

可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

答

空
白
地
域
で
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

混
乗
化
は
住
民
福
祉
に
も
繋
が

る
が
。
問 混
乗
化
に
一
歩
前
進

消
防
団
員
の
更
な
る
安
全
確
保

の
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
反
射

材
付
き
雨
具
な
ど
、
計
画
的
に
配
備

し
て
い
く
。

　
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
災
害
出
動

手
当
の
条
例
改
正
を
し
た
。

　
今
後
も
待
遇
改
善
に
努
め
て
い
く
。

答

消
防
団
員
の
装
備
・
待
遇
改
善

を
。

問 災
害
出
動
手
当
ア
ッ
プ
！

秋
田
豪
雨
被
災
農
林
地

　
　
　
　
　
　早
期
復
旧
へ

秋
田
豪
雨
を
超
え
る
災
害
を
想

定
し
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

昨
年
の
降
雨
量
を
超
え
る
想
定

で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
避
難
所
の
安
全
性
を
確
認
し
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
直
し
、
平
成
３２

年
度
ま
で
最
新
版
に
更
新
し
て
、
市
民

へ
周
知
し
て
い
く
。

問

答

防
災
・
減
災
対
策
見
直
し

正木修一

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
子
会
社
・
Ｓ

Ｂ
エ
ナ
ジ
ー
（
株
）
が
鳥
海
山

国
定
公
園
に
隣
接
す
る
鳥
海
山
１
、

２
合
目
周
辺
に
風
力
発
電
機
８
基
を

設
置
す
る
計
画
が
あ
る
。

　
同
区
域
は
自
然
環
境
、
観
光
、
歴
史
、

文
化
な
ど
で
本
市
の
重
要
な
地
域
だ
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

問

サ
ッ
カ
ー
、
硬
式
野
球
な
ど
の

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
小
中
学
生
の

間
で
誕
生
し
て
い
る
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
市
の
補
助

金
支
援
、
表
彰
の
対
象
と
な
る
か
。

問

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
「
ス
ポ
ー

ツ
大
会
派
遣
補
助
金
」
の
対

象
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
に
つ
い
て
も
加
盟

団
体
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
「
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
を
授
与
し
て
い
る
。

答

鳥
海
山
に
風
車
は

　
　
　
　
　
　似
合
わ
な
い

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
支
援
を

今野英元

本
計
画
の
区
域
に
は
多
く
の

景
観
、
観
光
資
源
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　
本
市
も
意
見
書
で
「
生
活
環
境
」「
鳥

海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」「
観
光
」「
水

道
施
設
」「
文
化
財
保
護
」
の
見
地
か

ら
、
事
業
者
に
最
大
限
の
配
慮
を
求

め
て
い
る
。

答

林立する風車群

護岸崩落（亀田冨田地区）

混乗化が期待される
スクールバス
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重
大
な
影
響
を
回
避
で
き
な
い

場
合
は
、
事
業
計
画
の
見
直
し

な
ど
厳
し
い
意
見
が
出
て
い
る
が
。

問

環
境
大
臣
、
県
知
事
の
意
見

書
で
も
事
業
区
域
の
見
直
し
、

風
車
の
数
の
削
減
、
住
居
か
ら
遠
ざ

答

け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
騒
音
、
風
車
の
影
な
ど
極
力

低
減
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
要
請
し

て
い
る
。


